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凡 例 平城宮発掘調査出土木簡概報 城×(号)

平城宮木簡 平城宮木簡 ×(巻)・ ×(木 簡番号)

1.本 書は、室町時代以前の文献史料を対象 として、平城京 の条坊坪付記 平城京木簡 平城京木簡 ×(巻)一 ×(木 簡番号)

載の見 える史料 を集成 した ものである。 春 日大社文書

春 日神社文書

2.本 書 は、条坊坪付関係史料一覧、史料本 文の二部構成 を とる。史料本 広島大学所蔵猪熊文書 猪熊文書

文の番号は、条坊坪付関係史料一覧の史料番 号に対応 してい る。なお、 福智院家古文書

条坊坪付関係史料一覧は、舘野和己 『古代都城廃絶後の変遷過程 平 東大寺要録(国 書刊行会本)東 大寺要録

成9年 度～平成11年 度科学研究費補助金 【基盤研究(C)(2)】 研究成 三箇院家抄(史 料纂集)三 箇院家抄

果報告書』(平 成12年3月)掲 載 の 「平城京条坊関係史料一覧」を 新訂増補 国史大系続 日本紀 国史大系続 日本紀

もとに、若干の補訂を加 えたものである。

5.史 料名については、原則 として4の 出典 に従った。木簡 については、

3.史 料 の配列 は、左京 を先、右京 を後に し、各 々、条 ・坊 ・坪 の優先順 原則 として、奈 良文化財研 究所木簡データベースの遺跡名 を冠 して史

に数字の小 さい ものか らならべ た。右京北辺坊については、右京 の最 料名 をつけたが、一部 にっいて、遺構番 号な ど若干の補訂 を行 った。

初に配列 した。 なお、史料本文 では、同 じ史料が複数回出て くる場合

は、二回 目以後は史料番号 ・史料名のみ を記 し、本文の掲載 は省略 し6.史 料 中に見える条坊坪付記載が、人 の所属 を示す場合は 「人」、水 田

た。 等の所在地 を示す場合 は 「土地」、寺の所在地 を示す場合 は 「寺地」

と類別 した。

4.出 典および略称は以下の通 りである。

大 日本古文書(編 年文書)大 日古 ×(巻)7.史 料文 中に見 える条坊坪付記載 は太字 ・ゴシ ックで示 した。なお、出

大 日本古文書(東 大寺文書)大 日古18・ ×(巻)・ ×(文 書番号)典 編者注に条坊記載が見える場合は、傍線 を付 した。

大 日本史料 大 日史 ×(編)・ ×(巻)

大 日本佛教全書(寺 誌叢書)大 日仏(寺 誌叢書)8.日 付 は、原則 と して出典 に従 った。 なお、原則 として校合注記は省略

寧楽遺文 し、原文のまま掲 げた。

平安遺文 平遺 ×(巻)・ ×(文 書番 号)

鎌倉 遺文 鎌遺 ×(巻)・ ×(文 書番号)9.史 料集の趣 旨と直接関連 しない部分については、適宜省 略 した。



10.用 字は原則 として常用漢字 とし、常用漢字がない場合は正字 とした。

なお、JISコ ー ドのない特殊な文字については、一部=を 付 け入力

しなかったものがある。

11.史 料 の割注部分 は 〈〉、割 り注の割 り注、宣命体表記の助字などの小

書は 《》で、出典編者注等 は()で 示 した。句読点な どは、出典 に

従った。

12.本 書の編集 は、舘 野和己(本 学教授)の 指導のもと、吉野秋二(COE

研 究員)が 行った。なお、史料収集 ・編集作業については宍戸香美 ・

竹森友子 ・山元章代(本 学大学院人間文化研究科博士後期課程 ・COE

リサーチアシスタン ト)、 清水絢子(本 学大学院人間文化研究科修士

課程修了)の 協力 を得 た。デー タ入力 については本学学生諸氏よ り多

くの助力 を得た。

13.本 書 は、あ くまで平城京条坊坪付 関係史料の通覧を意図 して作成 した

ものである。 したがって、字配 りな ど、細部に関 しては、必ず しも出

典の体裁 を反映 していない。使用にあたっては、出典 をあわせ参照 さ

れたい。 また、本書の内容 に関 しては、将来のデータベース化 を予定

してい る。誤字 ・脱漏等 ご批正いただければ幸いである。


